
基本課題８　家庭生活と職業生活その他の社会における活動の両立の支援（課題17～19）

課題17　仕事と家庭・地域生活の両立支援と働き方の見直し

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

44

事業所における
育児・介護休業
制度の普及啓発

情報収集、調
査、研究

新潟労働局の育児・介護休業
制度の情報を提供するため、
ホームページに掲載する。

ホームページに新潟労働
局の「育児・介護休業法制
度」のページをリンクさせ情
報提供した。 Ａ Ａ

45

労働時間短縮に
ついての情報提
供・啓発

情報収集、調
査、研究

新潟労働局の労働時間短縮
についての情報を提供するこ
とができるように情報収集し、
ホームページで提供する。

　新潟労働局の労働時間
短縮についてのポスター、
チラシを掲示するとともに、
新潟県司法書士会で実施
する「全国一斉労働トラブ
ル110番」の電話無料相談
会開催を市広報誌・ホーム
ページで情報提供した。

Ａ Ａ

46

ファミリー・フレン
ドリー企業の普
及啓発

情報収集、調
査、研究

仕事と育児・介護とを両立して
いる企業の情報を収集し、
ホームページに掲載する。

ホームページから(財)21世
紀職業財団にリンクすること
で、「ファミリー・フレンドリー
企業とは」と「表彰受賞企
業」についての情報提供を
行った。

Ａ Ａ

H20年度の審議会における意見・評価

商工観光課
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課題18　子育て支援の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

47

子育て支援サー
ビス及び保育
サービスの充実

次世代育成支援
行動計画の推進

子育て支援
課

　次世代育成支援行動計画に
ついては、三条市こども未来
委員会を設置し、計画内容の
進行管理を行う。
　また、上記委員会において、
今後の子育て支援サービスの
あり方等を検討することで、子
育て環境の充実に努める。

三条市こども未来委員会に
おいて、今後の計画策定の
基礎となる今後の子育て支
援の方向性を検討し、方向
性を決定した。
また、２月から今後の計画
策定に向けたニーズ調査を
始めており、現在実施中で
ある。

Ａ Ａ

48

市役所内の子育
て事業における
連携の強化

学校、公民館と
の連携

子育て支援
課

生涯学習課
（各公民館）

放課後子ども教室では学校と
の連携が不可欠であり、幼保
小の連携も強化する必要があ
ることから、情報を共有し、学
校教育課、学校との連絡を密
にする。
公民館でも家庭教育を実施し
ていることから、情報を共有し、
連携を図っていく。

・放課後子ども教室では、
学校教育課との連携により
新潟大学の学生の参加が
得られた。
・公民館実施の家庭教育事
業を調査し、子育て支援課
とのすみわけを検討した。
・学校との連携により過密児
童クラブの解消として、校内
に一クラブを増設した。（つ
くし児童クラブ・月岡小学校
内）

２０年度の組織機
構の改正により、５
課にわたって行わ
れていた子育て支
援関係事業が、子
育て支援課に集
約され、市役所内
における連携の必
要性が希薄となっ
ているため、当該
施策を削除とす
る。

Ａ Ａ

49

子育て支援ネッ
トワークづくりの
支援

子育てポータル
サイトの構築

子育て支援
課

子育て支援関連のネットワーク
づくりについては、子育て支援
団体を広く子育て中の保護者
等に周知することや、自由に意
見を交わすことのできる場の設
置等が必要となることから、子
育て関連のポータルサイトを構
築し、子育て支援の情報を一
元化するとともに、ネット上にお
ける活動の場を子育て支援団
体に提供し、ネットワーク構築
を支援する。

子育てポータルサイトにつ
いては、現在総合的な地域
ポータルサイトを平成２１年
度のシステム構築予定して
おり、その中でのサイト構築
を検討している。

Ｃ Ｃ

H20年度の審議会における意見・評価
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50

施設ボランティ
ア（保育ルーム
の設置時のヘル
パー）及び子育
てサポーターの
養成

子育てサポー
ター養成講座の
実施

子育て支援
課

対象：子育て支援に関心があ
る方
時期：9月～１０月(全６回)
内容：
・子育て中の保護者の居場所
となる子育てサロン運営に協
力いただく、子育てサポーター
を養成する。
・講義・実演・ワークショップ形
式で取り組む。
20人

実施時期及び実施内容の
変更有
時期：１１月から１２月（全６
回）
内容：子育て支援に関する
知識や技術を学び、ボラン
ティア等様々な活動を行う
人を養成する。
参加者：７人

繁忙期と思われる
１２月開催のため
か参加者数が少な
かったので、参加
時期について検討
したい。 Ｂ A

子育て講座の充
実

・子育て支援センターで子育
て講座を通して、子育てに関
する知識・情報の提供及び講
座の内容の充実を図る。
・各子育て支援センター（5箇
所）で定期的（各センター平均
で5～6回程度）に開催する。
・各回親子40名

育児講座について、ヨガや
読み聞かせなど内容の多
様化に努めており、保育所
（園）によってバラつきはあ
るものの概ね３０名程度の
参加者を得た。 Ｂ A

初めてのパパと
ママの子育て学
級の実施

対象：妊娠7か月の初妊婦と配
偶者
時期：毎月1回
内容：
・ビデオ上映「お父さんへ赤
ちゃんからのメッセージ」
・妊娠中の母体の変化と胎児
の成長
・沐浴実習等
・赤ちゃんが生まれてからの生
活
・子どもの発育と父親、母親の
役割
・家族の食事
※夫婦の受講率（目標）　３
５％

・ビデオ上映「お父さんへ赤
ちゃんからのメッセージ」
・妊娠中の母体の変化と胎
児の成長
・沐浴実習等
・赤ちゃんが生まれてからの
生活
・子どもの発育と父親、母親
の役割
・家族の食事
受講率：34.8％（３月現
在）。

Ａ Ａ

子育て支援
課

51

子育てに関する
学習機会の提供
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就学時子育て講
座

対象：小学校に入学する児童
の保護者（市内小学校２４校）
時期：10月
内容：・ 来年小学校に入学す
る子どもさんを持つ保護者の
方に最適と思われる、学校や
家庭のあり方等について考え
る講演会を開催する。

・ 来年小学校に入学する子
どもさんを持つ保護者の方
に学校や家庭のあり方等に
ついて考える講演会を開催
した。
参加者　８９６名（各市内小
学校２４校で実施）

Ａ Ａ

子育て講座の実
施

対象：小学生の保護者及び関
心がある人
時期：12月
内容：母親ではなく、父親とし
てのふれあいやしつけ、コミュ
ニケーションの取り方等につい
ての講演会をＰＴＡと連携し開
催する。

実施時期と内容の変更有
時期：１１月７日
参加者：教育関係者など９８
名参加
内容：PTA連合会の主催で
教育関係者など対象に家
庭教育講演会を実施。

Ａ Ａ

妊娠期子育て講
座の実施

対象：妊娠３か月の妊婦とその
配偶者
時期：6月・9月・12月・3月
内容：妊娠初期の親としての適
切な対応、あり方等、基本的部
分についての講演会を行う。

妊娠初期の親としての適切
な対応、あり方等、基本的
部分についての講演会を
行った。
参加者
６月・22人（夫婦8組）
９月・34人（夫婦15組）
１２月・30人（夫婦12組）
３月・22人（夫婦8組）

Ａ Ａ

しみん食育のつ
どいの実施

健康づくり課

対象：市民
時期：１１月１日
内容：市民一人一人が自分の
健康は自分で守るという考えか
ら、食の大切さの啓発を図る講
演会を開催する。

基調講演　「和食の底力」
講師　東京農業大学教授
小泉武夫氏
参加者　３６０人

「我が家自慢のおにぎりコン
テスト」の最終審査・表彰式

我が家自慢のお
にぎりコンテストで
は、女性だけでな
く、男性からの応
募もあり、男女とも
食育を考えるよい
機会となったよう
だ。講演会は老若
男女問わず様々
な方から参加いた
だいた。来年度も
参加しやすい内容
を検討していきた
い。

Ｂ

男性の参加率向上
について、より一層
の努力をお願いしま
す。

Ａ

子育て支援
課

51

子育てに関する
学習機会の提供
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51

子育てに関する
学習機会の提供

家庭教育講座等
の実施

生涯学習課
（各公民館）

対象：乳幼児から思春期の子
どもの保護者
内容：家庭教育のあり方や子ど
もとの向き合い方などを、地元
の保育所・小中学校やPTAと
連携して講座等を開催する。
講座数：１９講座

延べ参加人数
１，７０７人

男性の参加者が
少なかった。男性
が参加しやすい日
程を考慮する必要
がある。しかし、学
校や保育所との共
催事業であるため
にスケジュール調
整は難しい。

Ｂ

男性の参加率向上
について、より一層
の努力をお願いしま
す。

Ａ

52

保育ルームの設
置

保育ルームの設
置

子育て支援
課

市民窓口課
生涯学習課
各公民館

より多くの人が安心して各講
座、フォーラム等に参加しても
らえるよう保育ルームを設置す
る。
また、保育ルームの必要な講
座等には必ず設置するよう市
民窓口課で調査、点検を行
い、設置がなかった場合は指
導する。

各講座、フォーラム開催時
には、ほぼ、保育ルームの
設置をしている。

また、市民窓口課から各課
宛てに、保育ルームを設置
するよう、予算編成事務を
行う１０月に文書で周知し
た。

乳幼児の保護者
対象の講座では、
ほぼ全員が保育
ルームを希望され
る。このような場
合、保育ルーム従
事者の確保が難し
いため、講座の定
員を増やすことが
できない。保育
ルーム従事者の育
成等増加を図る必
要がある。

Ａ

子育て中の市
民も参加できる
環境作りが必要
であるため、、
講演会や講座
開催時には設
置するよう関係
課に指導する。

Ａ
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課題19　家庭生活における男女共同参画の促進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

地域虐待対応研
修会

子育て支援
課

対象：市民とネットワーク関係
者
時期：１１月２９日
内容：子どもの虐待に対する理
解を深め、予防・進行防止・再
発防止を目指す在宅養育支
援について講演を行う。

講　演：「みんなで守ろう、
子どもの笑顔」
講　師：越谷心理支援セン
ター長
　　　　　　秋山 邦久　氏
参加人数：　１２４人

講演のテーマに
「こどもの虐待」に
ついて初めて公表
して実施した。
一般市民からの参
加も多く、興味関
心の高さがうかが
えた。今後も子ども
の虐待予防の視
点から、講演会や
参加型の研修会を
企画していきた
い。

Ａ Ａ

初めてのパパと
ママの子育て学
級の実施

子育て支援
課

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

Ａ Ａ

家庭教育講座
（乳幼児期の子
どもの保護者対
象）の実施

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

家庭教育講座
（児童期の子ど
もの保護者対
象）の実施

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

家庭教育講座
（思春期の子ど
もの保護者対
象）の実施

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

一日家庭学級の
実施

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

生涯学習課
（各公民館）

Ｂ

H20年度の審議会における意見・評価

A

男女共同参画意
識を高める家庭

教育の推進

53
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初めてのパパと
ママの子育て学
級の実施

子育て支援
課

施策Ｎｏ５１に同じ 施策Ｎｏ５１に同じ

Ａ Ａ

認知症予防啓発
教室の実施

高齢介護課

対象：地域住民、認知症高齢
者の介護者、家族
時期：通年
内容：市内10ヶ所の在宅介護
支援センターに委託し、地域
住民に向けて認知症予防につ
いての知識の普及、認知症高
齢者に対する接し方や介護方
法等について指導を行う。特
に男性の参加について働きか
ける。
560名(130名男性参加目標）

市内１０か所の在宅介護支
援センターに委託し、上記
内容を実施中。

３月末参加者　６４０人
うち男性　１５４人
実施回数　２９回 Ａ Ａ

男の料理教室の
実施

健康づくり課

対象：市内在住の男性
時期：6月から11月
内容：基本的な食事づくりを教
えることで、地域の食生活改善
だけでなく、料理は女性という
固定観念を捨て、男性の自立
を促し、女性の社会進出を勧
めることができるように支援す
る。
・一中：3回（各30人）
・三中：1回（10人）
※一中地区、三中地区の食生
活改善推進委員が主催する事
業

三中食推：
6月12日（木）体育文化セン
ター　参加者10人
一中食推：
9月13日（土）福祉センター
参加者9人
10月25日（土）福祉セン
ター　参加者10人
11月15日（土）福祉セン
ター　参加者7人

参加者が毎年楽し
みにしている教
室。料理を教える
食生活改善推進
委員もいきいきと
取り組んでいる。
地域の方にもっと
参加してもらえるよ
うに支援していき
たい。

Ｂ Ｂ

男の料理入門教
室の実施

生涯学習課
（５公民館）

対象：市内在住の男性
内容：男性も家庭の中で、楽し
みながら家事等に参加できる
ように家庭料理を学ぶ。
講座数：５講座

下田、井栗、本成寺、大
崎、大島の５公民館でそれ
ぞれ実施した。
講座回数延べ　　３６回
申込者　　　　６０人
延べ　　３７０人の参加を得
た。

アンケート結果で、
家庭で料理を作ろ
うと思った方がほと
んどだったので、
引き続き継続した
い。募集の掲載で
は、男女共同参画
という表現は、どこ
にも掲載しなかっ
たので、表記して
募集したい。

Ａ Ａ

54

男性の家事、子
育て、介護等の
学習機会の提供

　　重
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